










要約:妊娠中の喫煙が胎児に与える影響については多くの研究報告があり、低出生体重児に

なる率が高いこと、早産の頻度が増加することなどが証明されている.今回東京都母子保健

サービスセンターで集積しているデータを用いて妊娠中の喫煙と児の体重および早産との

関係を検討したので報告する。全症例数は有効レコードのみに限定し、出生体重に大きな

影響を与える多胎を除外して解析を行なった。結果は妊娠中の喫煙群では低出先体重児の

率が増加すること、また早産の率が増加すること、また喫煙妊婦と非喫煙妊婦について在

胎週数別出先体重を比較すると喫煙妊婦で有意に,出生体重が小さいことを証明した。 


